
巳
Ｆ
」

「
讐

■ 1購.;i眸・R呼‐
観虞騒讀ち―‐‐

1,■ ●^=t

５
月
２３
日

（日
）
、
休
暇
村
南
阿
蘇
で
国
内
外
の
旧
型
車
を
集
め
た

イ
ベ
ン
ト

「オ
ー
ル
ド
カ
ｌ
ｉｎ
た
か
も
り
」
が
開
催
さ
れ
、
１
万
人
を

超
え
る
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
旧
型
車
オ
ー
ナ
ー
の
交
流
の
場
を
設
け
、
根
子
岳
の
景
観
も

多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
お
う
と
町
内
の
各
種
団
体
に
よ
る
実
行
委
員

会
が
初
め
て
開
い
た
も
の
で
、
会
場
に
は
九
州
を
中
心
に
各
地
か
ら
集

ま

っ
た
１
９
７
５
（昭
和
５０
）
年
以
前
生
産
の
車
（
二
輪
、
三
輪
含
む
）
約

２
０
０
台
が
集
結
。
オ
ー
ル
ド
カ
ー
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真

コ
ン
テ
ス

ト
や
交
通
遺
児
の
支
援
を
目
的
と
し
た
サ
イ
ド
カ
ー
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

試
乗
会
な
ど
も
開
か
れ
、
集
ま

っ
た
旧
型
車
フ
ア
ン
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。 旧型車200台が集結

/鷹
聾

ヲ

」 オール ドカー inたかもり

」

．
蒻

一
．５

ノ
測
Ｈ
」

● ●

●   ●

鼈赳鐵回

わが家の

'鸞

l しゅんた

佐伯 ′駿太くん

「
―
―
―
■

Ｄ
カ

三輪車でお散歩するのが大好き

です。お話もたくさんできるよ !

荒牧  大さん

高森・下町 22歳

●お仕事

阿蘇農業協同組合高森

中央支所の金融共済課

に勤務しています。

●趣味

サッカー。映画鑑賞。

●一番やりたいこと

海外でサ ッカー観戦 を

したい。

●理想のタイプ
ー緒にいて楽しい人。

特

爆

膵
: 餞圃

傲
●  |■

・
       ■

■ _.′ ″
選1       1   ,.

■ ■
■
■

2歳
lli

父

母目

豪

佐伯 公寿さん

勝子さん

(高森・森)

■■■■

■
■
■
■
■
■

ロまる

高森町マスコツト

高森町の人口の動き
世帯数/2,670戸 (-2)
男 :3,642人 (-6)/女 :3,969人 (-7)
総 数/7,611人 (-13)
(平成 16年 5月 31日 現在)

準百:年 7月 は、夏期の青少年の非行防止を目的 とした 「青
Hチ少年を非行か ら守る全国強調月間」です。

もうす ぐや って くる夏休みは、子 どもにとってたいへ

ん楽 しい長期の休暇です。家族 とのコミュニケー シ ョンを

深めた り、 自ら進んで地域行事へ参加 して、豊かな生活体

験 。社会体験・集団体験を積みなが ら、人間関係の絆を深

めてほしいと思います。 このような豊かな体験活動 を通 し

て、人間として豊かに生きていくための力、すなわち 「生

きる力」を身につける機会にして ください。

‖o,539 平成 16年 7月 5日 発行

発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602熊 本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l FAX0967-62-1174
印刷/(株 )熊本新生社印刷

r=湾桑桑
↓■■)ヨ ξヽ■ξ

森林資源保護 自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています
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7/11
参議院議員通常

7:00´ヽ́ 18:00
票 日

1民
露、′

役場支払日

心配ごと相談/朋
10:00′ヽ́12:00

盆③
子育て教室/林

10:00′ヽ́15:00
年金相談/林

24

彦袂
轟繭ヽ√ 炒鰊

8/′ Ⅷ
献血/林
9:30～ 16:00

「

レヽ
ノヽ

役場支払日
3才児健診/林
13:30～

10
′こ晒己ごと相談′/芙

13:00・ ン`15:00

14

T akarnori alendar たかもリカレンダー  ■7月 11日 ～8月 14日

■■□

林 林業総合センター
朋…朋遊館
基―基幹集落センター

温・高森温泉館
野  里予尻り||

自 由水保健センター

芙 芙蓉館
上 上町集会所

●

●   ●

おくヤみもうにあげ
｀
ます

2004年 5月 受付分 (敬称略)

ありが`
｀
どうご`ざいました (敬称略)

「だれもが暮らしやす かな<まもと」

[住 所]

上色見・西中原

[死亡者]

馬原 忠徳
下田ハナミ

岩下スイ子

古木 芳夫
平井 次男

中尾 一子

阿部タツエ

宗  陽一

高崎  律
釜  春雄
山田キヨノ
ニ子石澄子

高倉  誓

[年齢]

70 谷
83 ~下
79 :岩
81 古

88 平
88 中
88 阿
71 宗
65 高
77  釜
89  山

73 二

94  高

[御遺族]

川 エ ミ 子

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し>二子石 高

高崎 堅誌

高倉  ツヤ

沼田 チヨ

<一般寄付>小糸 芳治

`可

音:

山田

首藤

釜

幸雄

正

直子

国広

(U嚇
森
見
森
森
森
原
森
森
森

口

・

高
色
高
高
高
河
高
高
高
芹
中

町
鳥
町
町
神
岩
山
在
在

日

横
山
横
横

天
黒
村
上
上
芹

浩

一
子

ミ
子
雄
子
孝
広

正
高
也

龍
誠
デ

ル
美
幸
美
善

コ
　
　
静

ヒ

ツ
多
　
瑠
　
‐
　
石

田
下
木
井
尾
部
　
崎

　
田
子
倉

■広報送料寄付

後藤 武士 (大阪府富田林市)

藤川 多美 (蘇陽町大字長崎)

畑野フミヨ (蘇陽町大字柳)

最近、「ユニバーサルデザイン (∪ D)」 という言葉が使われることが増えてきました。

だれでも年齢を重ねたり、思わぬ事故に遭ったりすることで、生活に不自由さを感じるようになるかも

しれません。また、慣れない場所でとまどうこともあるでしょう。

ユニバーサルデザイン (以下「UD」 )と は、そういった年齢、性別、国籍 (言語)や障害の有無などに

関係なく最初からだれもが利用しやすい製品、建物や環境のデザインを意味します。

だれもが、どんな時でも、心地良く暮らせる環境が求められています。だからこそ、 ∪Dの視点に立っ

た社会づくりが必要なのです。
峰 の 宿

上色見。東中原

19 TAKAA40RI TC)V/N-2004.07
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礁鰈

野尻川やまめ鉢

り大会 /野
5:00・ ンヽ10:00

役場支払日

彰写

凸プ
』

高森温泉館休館日
/温

機能訓練あゆみ会

/温
13:30～

マタニティ歯科教室

/白
11:00～

Ql
V]

子育て教室/林

万年青会/上
10:00へ´

蝿
ロ

蠅
驚
懸

・

《
ノ
』

『
督
璽

Ａ
Ｖ
Ｏ
υ
●
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参
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７
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鶴
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プ
ー
ル
が

プ
ン
し
ま
す

○
期
　
間

７
月
・８
日

（日
）
～
８
月
２９
日

（日
）

○
時
　
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
料
　
金

大
　
人

（中
学
生
以
上
）
　

３
０
０
円

小
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
円

幼
　
児
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
円

見
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
円

瞳
お
問
い
合
わ
せ
先

休
暇
村
南
阿
蘇
　
■
６
２
‐２
１
１
１

０
７
月
２１
日

（水
）

高
森
中
学
校

０
７
月
２７
日

（火
）

草
部
中
学
校

０
７
月
２８
日

（水
）

一早
部
中
学
校

０
７
月
２９
日

（木
）

高
森
中
学
校

０
７
月
３０
日

（金
）

色
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

０
７
月
３１
日

（土
）

色
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

０
８
月
１
日

（日
）

高
森
中
学
校

※
個
人
に
は
日
程
表
を
お
配
り
し
て
い
ま

す
。

※
受
付
は
午
前
８
時
か
ら
行
い
ま
す
。

※
朝
食
は
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

ＴＥＬ

６

２

１
１

１

１

１

（内
線
１
２
５
・１
２
６
）

皆
様
方
の
早
期
発
行
の
ご
要
望
に
お
応

え
し
て
、
今
年
は
７
月
２６
日
ま
で
の
内
容

で
、
広
報
誌
と
は
別
に
７
月
２８
日
に

「広

報
た
か
も
り
号
外
」
と
し
て
全
世
帯
に
配

布
し
ま
す
。

（こ
れ
以
降
の
追
加
、
変
更
は

各
組
回
覧
）

次
の
場
合
は
、
戸
籍
住
民
係
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

。
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合

（翌
年
度
に
変
更
さ
れ
る
場
合
な
ど
）

。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
が
、
本
町

に
住
所
が
無
か
っ
た
が
、
本
町
で
初
盆

を
迎
え
ら
れ
る
な
ど
で
、
本
記
事

へ
の

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合

●

熊
本
県
で
、
Ｕ
Ｄ
を
広
く
普
及
す
る
た

め
に
使
用
し
て
い
る
ロ
ゴ

マ
ー
ク
で
す
。

県
民

一
人
ひ
と
り
の
心
が
互
い
に
支
え
合

い
、
ひ
と
つ
の
大
き
な
″ち
か
ら
〃
と
な

っ

て
、
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い
豊
か
な
社

会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
く
姿
を
表
現
し

て
い
ま
す
。

鰤
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

■
６
２
‐１
１
１
１
（内
線
１
３
３
）

愛
の
献
血

て

７
月
は

「愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」

月
間
で
す
。

移
動
献
血
車
が
来
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
　
時
　
８
月
３
日

（火
）

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

１２
時
３０
分
～
１６
時

○
場
　
所
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

鍮

住
民
健
康
診
査

０
７
月
１３
日

（火
）

０
７
月
１４
日

（水
）

０
７
月
１５
日

（木
）

０
７
月
１６
日

（金
）

０
７
月
１７
日

（土
）

０
７
月
２０
日

（火
）

河
原
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

尾
下
体
育
館

朋
遊
館

草
部
自
然
学
校

高
森
中
学
校

上
色
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
で
は

「だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す

く
豊
か
な
く
ま
も
と
」
を
め
ざ
し
て
、
Ｕ

Ｄ
を
県
政
運
営
の
柱
に
掲
げ
、
「も
の

（製

品
）
」
、
「ま
ち
」
、
「情
報
・サ
ー
ビ
ス
」
、
「意

識
」
と
い
う
４
つ
の
分
野
で
実
際
の
取
り

組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
県
の
Ｕ
Ｄ
の
取

り
組
み
で
は
特
に
つ
く
り
だ
す
プ
ロ
セ
ス

（過
程
）
を
重
視
し
、
そ
の
基
本
姿
勢
と

し
て

「対
話
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
」
「さ
り

げ
な
い
デ
ザ
イ
ン
」
「追
い
求
め
る
デ
ザ

イ
ン
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
定
め
て
い
ま
す
。

熊
本
県
の
∪
Ｄ
の
取
り
組
み

熊
本
県
の
∪
Ｄ
ロ
ゴ
マ
ー
ク

〇もの (製品)づくり

だれにでも使いやすいよう

暮らしの中に、すべて

の人が、すべての状況で

使 いやすい工夫 をした

UDの 製品が少 しずつ

増えています。あなたの

周 りには、どのようなも

のが あ ります か ?使 い

に工夫された自動販売機  やす さの追求 には終わ

りはありません。一人で

も多くの要望に応えられるよう、常に見直し、改

善されています。

○まちづくり

だれもが快適に暮らせる

住宅 (駅前団地)

住む、移動する、働 く、

学ぶ、遊ぶな どの生活行

動や社会活動を妨げられ

ることがないよう、だれ

もが使いやす いまちを整

備す る ことが大切です。

公共的施設・建築物はも

ちろん交通機 関や道路、

住 まい、商店街、公園な

どを対象に、すべての人

のためのまちづ くりが進

○情報・サービスづく

へ
い
、

ヽ０

Q)。

寺 崎 医 院

南郷谷整形外科医院

渡 辺 内 科

後 藤 医 院

立 野 病 院

藤 本 医 院

平 田 医 院

OR

T[L62-0378

TEL 62-3351

T肌 67-1777

T肌 67-0019

TEL 68-0111

T■ 67-0020

TEL 62-0216

●

●   ●

∪
D
のロワ
「
原
目1

くり

はあ

″ロロ

1ヽロ

つ
い

24時間電話を通して健康をお届|ヂ します。
曇 月曜日

慢性硬膜下血腫
火曜日
糖尿病性網膜症

◎7月 のテーマ
奎

い表示

(高森温泉館)

○意識づくり
UDの考え方が社会

すい社会になるためには、

や助け合いの精神を持つ

大切です。 UDを 進める

UDを実体験として学ベ

要があります。

や

り

り

やすい方法で情報を伝え

ることや利用者の立場に

立ったサービスを提供す

ることもUDな のです。

すべての人に「快適」で

「簡単」という視点に立っ

た情報・サービスづくり

が行われています。

らしや
黎水曜日

青少年の覚醒剤中毒
輻木曜日

歯間ブラシとデンタルフロ双
魃金曜日

コレステロールの話
蒻土曜日 。日曜日

女性の外陰部のかゆみ

①
だ
れ
に
で
も
公
平
に
利
用
で
き
る

②
使
う
上
で
自
由
度
が
高
い

③
使
い
方
が
簡
単
で
す
ぐ
わ
か
る

④
必
要
な
情
報
が
す
ぐ
に
理
解
で
き
る

⑤
う
っ
か
リ
ミ
ス
や
危
険
に
つ
な
が
ら
な

い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る

⑥
無
理
な
姿
勢
を
と
る
こ
と
な
く
少
な
い

力
で
も
楽
に
使
用
で
き
る

⑦
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
ス
ペ
ー
ス
と
大
き

さ
を
確
保
す
る

Ｕ
Ｄ
で

一
番
大
切
な
の
は

「心
の
∪
Ｄ
」

す
べ
て
の
人
に
使
い
や
す
く
工
夫
さ
れ

た

「も
の

（製
品
）
」
や

「ま
ち
」
、
「情
報
。

サ
ー
ビ
ス
」
も
、
思
い
や
り
や
助
け
合
い

の
心
が
な
け
れ
ば
、
本
当
に
生
か
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
人
の
立
場

に
立

っ
て
考
え
る

「心
の
Ｕ
Ｄ
」
が
大
切

で
す
。

―

く
―

ン
，

／

7月 11日

7月 18日

7月 19日

7月 25日

8月  1日

8月 8日

8月 15日

』
』
ヽ

ム
蠅

ハ 本
09鶴

18

健康問題を

24時 間.

自替わりで

お送りしますいく必
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雌
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平
成
１６
年
度
の
地
方
税
法

一
部
改
正
に
伴
い
、
町
の
税
条
例
も

改
正
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
経
過
措
置
を
含
め

主
な
改
正
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

が
、
こ
の
上
乗
せ
措
置
を
廃
止
し
、

最
低
保
障
額
を
１
２
０
万
円
と
し

ま
し
た
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
１８
年
度
分

以
後
の
個
人
町
民
税
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

土
地
譲
渡
益
課
税
の

見
直
し

所
有
期
間
が
５
年
を
超
え
る
土

地
。建
物
の
長
期
譲
渡
所
得
に
対

す
る
税
率
を
所
得
税
１５
％
。住
民
税

５
％

（改
正
前
所
得
税
２０
％
・住
民

税
６
％
）
に
引
き
下
げ
、
平
成
１６
年

１
月
１
日
以
後
の
譲
渡
に
つ
い
て

適
用
し
ま
す
。
ま
た
、
１
０
０
万
円

の
特
別
控
除
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
税
５
％
の
内
訳
は
、
県
民
税

１
・６
％
、
町
民
税
３
・４
％
で
す
。

所
有
期
間
が
５
年
以
内
の
短
期

譲
渡
所
得
に
対
す
る
税
率
は
、
所

得
税
３０
％
。
住
民

税
９
％
に
な
り
ま

す
。
住
民
税
９
％

の
内
訳
は
、
県
民

税
３
％
、
町
民
税

６
％
で
す
。

所
得
割
に
つ
い
て
、
所
得
の
金

額
が
３５
万
円
に
本
人
、
控
除
対
象

配
偶
者
及
び
扶
養
親
族

の
合
計

数
を
乗
じ
て
得
た
金
額
に
３５
万

円
（改
正
前
３６
万
円
）
を
加
え
た
金

額
以
下
の
方
を
非
課
税
と
し
ま
し

た
。

課
税
限

き
下
げ

均
等
割
に
つ
い
て
、
非
課
税
基

準
を
、

２８
万
円
に
本
人
、
控
除
対
象

配
偶
者
及
び
扶
養
親
族
の
合
計
数

を
乗
じ
て
得
た
金
額
に
１７
万
６
千

円
（改
正
前
１９
万
２
千
円
）
を
加
え

た
金
額
と
し
ま
し
た
。

学
年
修
了
前
（

義ｏ
０

ｏ
０

月
３１
日
）
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
、
児
童
手
当
を
受
け
よ
う
と

す
る
児
童
の
保
護
者
の
方
は
、
認
定
請

求
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
平
成
１６
年

９
月
３０
日
ま
で
に
手
続
き
を
さ
れ
る

と
、
４
月
１
日
（ま
た
は
支
給
要
件
に
該

当
し
た
翌
月
）
に
さ
か
の
ば
り
支
給
さ

れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
は
申
請
翌
月
か

ら
と
な
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
手
続
き

く
だ
さ
い
。

○
平
成

１６
年
度
小
学
校
１
年
生
児
童

（
平
成

９
年

４
月
２
日
～
平
成
１０
年

要
で
す
。

○
平
成
１６
年
度
小
学
校
２
・３
年
生
児
童

（平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
の
保
護
者
の
方

・
他
の
児
童
で
手
当
を
受
給
中
の
場
合

は
額
改
定
請
求

（増
額
）
が
必
要
で

す
。

。
そ
れ
以
外
の
方
は
認
定
請
求
が
必
要

で
す
。

※
所
得
が

一
定
額
以
上
の
場
合
、
児
童

手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

○
日
　
時
　
７
月
２５
日

（日
）

午
前
５
時
～
午
前
１０
時

○
場
　
所
　
野
尻
川

（大
谷
ダ
ム
流
れ
込

み
付
近
～
川
田
代
ま
で
）

○
受
　
付
　
午
前
４
時
～
午
前
８
時

高
森
町
朋
遊
館
前
広
場

※
大
物
賞
、
大
漁
賞
な
ど
多
数
賞
あ
り

※
や
ま
め
の
つ
か
み
取
り
大
会
も
行
い
ま

す
。

朧
お
問
い
合
わ
せ
先

野
尻
川
ヤ
マ
メ
の
里
育
成
会

ＴＥＬ

６

５

‐
０

０

７

６

ＴＥＬ

６

５

１
０

２

４

８

個
人
町
民
税
の
均

等
割
２
千
円
が
３
千

円
に

町
民
税
は
、
人
口
規
模
に
よ

っ

て
、
均
等
割
の
税
額
が
区
分
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
地
域
に
よ

っ
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
差
が
な
く
な
っ

て
き
た
と
し
て
、
税
額
の
区
分
を

廃
止
し
、
３
千
円
（年
額
）
に
統

一
。

県
民
税
千
円
と
合
算
し
４
千
円
に

な
り
ま
し
た
。

生
計
同

一
の
配
偶
者

に
対
す
る
均
等
割
非

課
税
制
度
の
廃
止

均
等
割

の
納
税
義
務
を
負
う

ご
主
人
と
生
計
を
同

一
に
す
る

奥
さ
ん
で
、
ご
主
人
と
同
じ
市
町

村
内
に
住
所
を
有
す
る
方
に
対

す
る
非
課
税
措
置
が
段
階
的
に
廃

止
さ
れ
、

１７
年
度
は
２
分
の
１
の

千
５
百
円
（県
民
税
を
含
め
２
千

円
の
予
定
）
、

１８
年
度
か
ら
全
額

（県
民
税
を
含
め
４
千
円
）
課
税
さ

れ
ま
す
。

所
得
が
な
い
専
業
主
婦
、
年
間

１
０
０
万
円
以
下
の
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
主
婦
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
非

課
税
と
な
り
ま
す
。

老
年
者
控
除
の
廃
止

納
税
義
務
者
か
ら
所
得
控
除
し

て
い
た
６５
才
以
上
の
方
に
対
す
る

４８
万
円
の
老
年
者
控
除
が
廃
止
さ

れ
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
１８
年
度
分

以
後
の
個
人
町
民
税
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

公
的
年
金
等
控
除
の

見
直
し

６５
才

以
上

の
方

に
対

し
、
上

乗

せ
措

置

を
講

じ
、
控

除

額

を

１
４
０
万
円
と
し
て
い
ま
し
た

●

魃
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
町
民
税
係

ＴＥＬ

６

２

‐
１

１

１

１

（内
線
１
６
４
、
１
６
５
）

○
内
　
容

・
経
　
営

売
上
の
伸
び
悩
み
、
事
業
の
見
直
し
、

資
金
繰
り
の
改
善
策
等
新
し
い
事
業

を
始
め
る
た
め
の
計
画

・
方
針
等

。
融
　
資

国
民
生
活
金
融
公
庫
生
衛
資
金
融
資

の
借
入
手
続
き
等

※
生
衛
融
資
利
率

年
Ｏ
ｏ
８
％
～

（組
合
員
の
方
）
、

年
１
・
７
％
～

（組
合
員
以
外
の
方
）

・
税
　
務

所
得
税
、
消
費
税
の
申
告
、
及
び
帳

簿
記
入
の
仕
方
等

○
対
象
者

飲
食
関
係
営
業
、
食
肉
販
売
業
、
理
容
業
、

美
容
業
、
旅
館
ホ
テ
ル
業
、
公
衆
浴
場
業
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
、
興
行
業
の
営
業
者

及
び
開
業
予
定
者

○
指
導
者
　
指
導
セ
ン
タ
ー
経
営
指
導
員

○
日
　
時
　
９
月
６
日

（月
）

１０
時
～
１５
時

○
場
　
所
　
阿
蘇
保
健
所

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（秘
密
厳

守

。
相
談
料
無
料
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

（財
）
熊
本
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン

タ

ー
■
０
９
６
‐３
６
２
‐３
０
６
１

改
修
を
希
望
さ
れ
る
住
宅
の
平
面
図
、

写
真
な
ど
を
持

っ
て
き
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
構
造
の
チ

ェ
ッ
ク
、
パ
ー
ス

作
成
が
で
き
ま
す
。

・
体
験
コ
ー
ナ
ー

車
椅
子
体
験

（
ス
ロ
ー
プ
の
走
行
な

ど
）
、
木
工
教
室
、
竹
ト
ン
ボ
教
室

（数

量
制
限
有
）

・
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

Ｊ
Ａ
直
売
、
綿
菓
子
、
風
船
な
ど

は
お
問
い
合
わ
せ
先

（社
）
熊
本
県
建
築
士
会
阿
蘇
支
部

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐
３

２

‐

０

３

５

７

●

り
実
施
し
ま
す
。

○
受
験
申
請
受
付
期
間

７
月
２６
日

（月
）
～
８
月
６
日

（金
）

○
試
験
実
施
日

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
制
度
修
了
認
定
試
験

１０
月
２
日

（土
）
、
３
日

（日
）

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
務
能
力
評
価
試
験

１０
月
３
日

（日
）

○
試
験
実
施
会
場

熊
本
県
青
年
会
館

（
ユ
ー
ス
ピ
ア
熊
本
）

は
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会
開
発
振
興
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

８

４

‐
１

７

１

１

平
成
１６
年
度
（前
期
）
　

．
―
●
一

ビ
ジ
ネ
ス
・キ
ャ
リ
ア
試
験

ビ
ジ
ネ
ス

。
キ
ャ
リ
ア
試
験
は
、
今
企

業
で
求
め
ら
れ
て
い
る
社
外
で
も
通
用
す

る
職
務
の
遂
行
に
必
要
な
専
門
知
識
や
実

務
能
力
を
評
価
す
る
試
験
制
度
で
す
。

試
験
に
は
、
職
務
分
野
を
１
６
３
の
ユ

ニ
ッ
ト
に
分
け
、
専
門
知
識
や
実
務
能
力

を
評
価
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

。
キ
ャ
リ
ア
制
度

修
了
認
定
試
験

（ビ
ジ
ネ
ス
。
キ
ャ
リ
ア

・

ユ
ニ
ッ
ト
試
験
）
と
、
職
務
分
野
全
般
に

求
め
ら
れ
る
広
範
囲
な
専
門
知
識
と
そ
の

応
用
力

・
企
画
力
を
評
価
す
る
上
級
レ
ベ

ル
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
務
能
力
評
価
試

験

（ビ
ジ
ネ
ス

・
キ
ャ
リ
ア

・
マ
ス
タ
ー

試
験
）
が
あ
り
ま
す
。

平
成
１６
年
度
前
期
試
験
は
、
次
の
と
お

引
揚
者
の
み
な
さ
ま
ヘ

税
関
で
は
、
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚

げ
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預
か
り
し
た
通
貨

や
証
券
類
の
返
還
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、

半
数
以
上
は
ま
だ
返
還
の
申
し
出
が
な
く
、

税
関
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
ま

す
。ま

だ
、
返
還
請
求
が
お
済
み
で
な
い
方

や
ご
両
親
等
か
ら
預
け
た
話
を
聞
い
た
こ

と
の
あ
る
ご
家
族
の
方
は
、
ご
遠
慮
な
く

税
関

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

長
崎
県
長
崎
市
出
島
町
１
番
３６
号

長
崎
税
関
監
視
部

ＴＥＬ

０

９

５

‐

８

２

８

‐

８

６

４

４

引非 町
民

税
均

度等

額 割
の の

引非町
き課民

=税
税

lプ 限所
度得
額割
のの

●   ●

生
衛
業
経
営
相
談
室
開
設
　
　
　
　
野
尻
川
や
ま
め
釣
り
大
会

し あ い
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０
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会
あ
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た
の
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が
生
き
て
い
る
●

児
童
手
当
が

小
学
校
３
年
生
ま
で

拡
大
さ
れ
ま
し
た
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○
実
施
日
時

原
則
と
し
て
申
込
者
の
希
望
に
合
わ
せ

ま
す
。
（た
だ
し
、
原
則
と
し
て
土
日
祝

祭
日
を
除
く
）

○
講
義
を
す
る
者

阿
蘇
地
域
振
興
局
職
員

○
費
　
用

原
則
と
し
て
無
料

（た
だ
し
、
テ
ー
マ

に
よ
っ
て
は
実
費
負
担
有
り
）

○
申
し
込
み
方
法

実
施
希
望
日
の
ｌ
ヶ
月
前
ま
で
に
、
阿

蘇
地
域
振
興
局
振
興
調
整
室

へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
結
果
の
お
知
ら
せ

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
後
、
結
果
に
つ

い
て
は
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
講
義
実
施
前
の
打
ち
合
わ
せ

講
義
実
施
の
決
定
後
、
阿
蘇
地
域
振
興
局

の
テ
ー
マ
担
当
者
と
の
具
体
的
な
打
ち
合

わ
せ
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
打
ち
合

わ
せ
の
日
時
。場
所
等
に
つ
い
て
は
、
テ
ー

マ
担
当
者
か
ら
ご
連
絡
し
ま
す
。

り
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
地
域
振
興
局
振
興
調
整
室

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐
２

２

１
１

１

１

１

（内
線
３
９
２
）

ＦＡＸ

０

９

６

７

‐
２

２

１
１

１

２

６

狩
猟
免
許
更
新
の

講
習
及
び
適
正
検
査

狩
猟
免
許
更
新

の
講
習
及
び
適
性
検
査

を
実
施
し
ま
す
。

○
日
　
時
　
７
月
Ｈ
日

（日
）

○
場
　
所
　
阿
蘇
地
域
振
興
局
大
会
議
室

隧
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
地
域
振
興
局
林
務
課
森
林
保
全
係

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐
２

２

１
１

１

１

１

（内
線
３
６
４
）

‐
　

‐
　

・　
　
．．　
●
　
■
．　
一
・　
一■
．
●
■
―
■

―
●

■
●
一
・
●
・
●
〓
―

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
　
　
　
‐

◎
住
宅
債
券

「
つ
み
た
て
く
ん
」
募
集

平
成
１６
年
度
第
１
回
住
宅
債
券

「
つ
み

た
て
く
ん
」
積
立
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

半
年
に

一
度
の
定
期
的
な
積
み
立
て
に

よ
り

（１
回
の
積
立
額
は
２０
万
円
～
６０
万

円
）
、
無
理
な
く
マ
イ
ホ
ー
ム
の
自
己
資
金

を
準
備
し
て
い
た
だ
く
お
手
伝
い
を
す
る

も
の
で
す
。

ま
た
、
「
つ
み
た
て
く
ん
」
は
、
公
庫
が

独
立
行
政
法
人
に
移
行
し
て
か
ら
も
、
元

本
や
利
息
の
支
払
い
は
確
実
に
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
お
申
し
込
み
い
た
だ

け
ま
す
。

０
１０
年
債
の
年
平
均
利
回
り

１
・
６
２
４
％

○
募
集

コ
ー
ス

選

べ
る
３

コ
ー

ス

（即
万
円

。
４０
万
円

。
６０
万
円
）

○
募
集
期
間

６
月
９
日

（水
）
～
７
月
２０
日

（火
）

◎

「新
型
住
宅
ロ
ー
ン

・
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」

開
設

●

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
「新
型
住
宅
ロ
ー

ン
」
（住
宅
金
融
公
庫
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り

誕
生
し
た
民
間
金
融
機
関
の
長
期
固
定
金

利
の
住
宅
ロ
ー
ン
）
相
談
専
用
電
話

「新

型
住
宅
ロ
ー
ン

・
ほ

っ
と
ラ
イ
ン
」
を
開

設
し
ま
し
た
。

新
型
住
宅
ロ
ー
ン
の
取
扱
金
融
機
関
や

金
利
な
ど
の
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

○
相
談
専
用
電
話

皿
０
９
６
‐
３
８
７
‐
３
７
１
１

０
営
業
時
間

月
～
金
曜
日

（祝
日
等
を
除
く
）
及
び

第
１
・
３
日
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
◎

「
公
庫
Ｆ
Ｐ
職
員
に
よ
る
資
金
計
画
相

談
会
」
実
施

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
フ
ア
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
資
格
を
持

つ
公
庫
職
員

が
、
公
庫
監
修
の

「資
金
計
画
診
断
シ
ス

テ
ム
」
を
活
用
し
て
、
住
宅
取
得
に
関
す

る
資
金

・
返
済
計
画
や
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得

後
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
考
慮
し
た
家
計

診
断
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
「Ｆ

Ｐ
相
談
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
相
談
会
実
施
日

毎
月
第
２

・
第
４
月
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間

（１
時
間

程
度
）
予
約
制
で
す
。

○
場
　
所

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

Ｆ
Ｐ
相
談
コ
ー
ナ
ー

籟
お
問
い
合
わ
せ
先

●

熊
本
市
水
前
寺
２
丁
目
１６
番
１１
号

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

８

７

‐
２

０

０

０

児
童
扶
養

手
当

★
受
給
資
格
者

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

人
は
、
次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る

１８
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
母
や
、
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人

（養
育
者
）
で
す
。

な
お
、
児
童
が
、
中
程
度
以

上
の
障
害
を
有
す
る
場
合
は
、

２０

歳
未
満
ま
で
手
当
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
国
籍
は
間

い
ま
せ
ん
。

○
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

○
父
が
死
亡
し
た
児
童

○
父
が
重
度
の
障
害

（国
民
年
金

の
障
害
等
級
１
級
程
度
）
に
あ

る
児
童

○
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

二里

○
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る
児
童

○
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

○
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
児
童

○
母
が
児
童
を
懐
胎
し
た
と
き
の

事
情
が
不
明
で
あ
る
児
童

★
手
当
を
受
け
る
手
続
き

手
当
を
受
け
る
に
は
、
住
所
地

の
市
町
村
役
場
担
当
課
の
窓
口
で

次
の
書
類
を
添
え
て
請
求
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
県
知
事
の

承
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
支
給

さ
れ
ま
す
。

○
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄

本

（外
国
人
の
方
は
登
録
済
証

明
書

）

○
請
求
者
と
対
象
児
童
が
含
ま
れ

る
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

（省
略
が
な
い
も
の
）

○
そ
の
他
必
要
書
類

（各
市
町
村

役
場
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）

★
手
当
の
支
払
い

手
当
は
県
知
事
の
認
定
を
受
け

る
と
、
市
町
村
が
受
理
し
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

１２
月
分
～
３
月
分
の
手
当

…

４

月

１１

日

４
月
分
～
７
月
分
の
手
当

‥

８

月

１１

日

８
月
分
～
１１
月
分
の
手
当

…
１２
月
１１
日

に
指
定
し
た
金
融
機
関
の
回
座
振

込
に
よ
り
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
Ｈ
日
が
土

。
日
曜
日
も
し
く
は

休
日
に
当
た
る
場
合
は
、
そ
の

直
前
の
日
が
支
払
日
と
な
り
ま

す
。

「児
童
扶
養
手
当
」
は
、
父
母
の
離
婚
な

ど
に
よ
り
父
親
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
母
子

家
庭
等
の
生
活
の
安
定

と
自
立
を
助
け
、
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

★
手
当
の
額

手
当
の
支
給
は
、
全
部
支
給
と

一
部
支
給
が
あ
り
、
受
給
資
格
者

本
人
ま
た
は
、
生
計
を
同

一
と
す

る
扶
養
義
務
者
の
所
得
額
で
決
定

し
ま
す
。

な
お
、
平
成
１６
年
４
月
分
か
ら

手
当
額
が
減
額
改
正
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

全
部
支
給

…
月
額
４
１
、
８
８
０
円

一
部
支
給

…
月
額
４
１
、
８
７
０
円
～

９

、
８

８

０

円

２
人
目
は
５
、
０
０
０
円
、

３

人
目
は
３
、
０
０
０
円
が
加
算
さ

れ
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
次
の
よ
う
な
場
合
は
手

当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

○
児
童
が
父
ま
た
は
、
母
に
死
亡

に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
公
的
年

金
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
、
及
び
母
ま
た
は
養
育

者
が
、
公
的
年
金
給
付
を
受
け

ら
れ
る
場
合
。
（国
民
年
金
法

に
基
づ
く
老
齢
福
祉
年
金
を
除

く
）

○
そ
の
他
状
況
に
よ
り
支
給
さ
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

家
づ
く
り
福
祉

○
日
　
時

７
月
２４
日

（土
）

１０
時
～
１９
時

７
月
２５
日

（日
）

１０
時
～
１７
時

○
場
　
所

阿
蘇
町
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー
及
び
広
場

○
主
　
催

（社
）
熊
本
県
建
築
士
会
阿
蘇
支
部

○
目
　
的

在
宅
介
護

の
重
要
性

・
必
要
性
が
言

わ
れ
て
い
る
昨
今
、
福
祉
や
建
築

の

専
門
家
の
理
解
は
進
ん
で
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
地
域
住
民

へ
の
浸
透
は
ま
だ

ま
だ
で
あ
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
、　
一
般
の
方
々
に
在
宅
介
護
の
方
法

な
ど
を
実
際
に
触
れ
て
も
ら
い
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
。

○
内
　
容

。
講
演
会

熊
本
県
立
大
学
環
境
共
生
学
部

村
上
良
和
先
生

・
展
　
示

住
宅
改
修
事
例
パ
ネ
ル
、
住
宅
改
修

実
物
模
型
、
福
祉
用
具
、
福
祉
車
両
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
機
器

・
建
築

・
福
祉
相
談
コ
ー
ナ
ー

児
童
扶
養
・手
当
を

受
け
ら
れ
て
い
る
‐‐方
０

★
「
児
童
扶
養
手
当
現
況

届
」
は
８
月
‐３
日
（金
）

ま
で
に

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
ら
れ
て

い
る
方
は
、
８
月
・３
日

（金
）
ま

で
に

「児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ

の
届
け
は
、
８
月
１
日
に
お

け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
扶
養

手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
こ
の
届
け
の
提
出

が
な
い
と
、
８
月
以
降
の
手
当
の

受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す

の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
高
森
町
母
子
家
庭
医
療
費
受
給

資
格
証
の
切
替
も
同
時
に
行
い

ま
す
。

勒
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
福
祉
係

ＴＥＬ

６

２

‐
１

１

１

１

（内
線
１
２
２
）

●

●
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室
」
参
加
者
募
集
！

○
目
　
的

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ヘ
の
理
解
と
認
識
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
し
ま
す
。

○
日
　
時
　
８
月
８
日

（日
）

８
時
１５
分
～
１６
時
４０
分

集
合

・
解
散
は
熊
本
県
庁

○
場
　
所
　
五
和
町
通
詞
島

○
対
　
象

小
学
４
～
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

○
参
加
料
　
無
料

。
弁
当
付

○
募
集
期
限
　
７
月
２１
日

（水
）

○
応
募
方
法

ハ
ガ
キ

・
Ｆ
Ａ
Ｘ

。
Ｅ
メ
ー
ル

麒
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
土
地
資
源
対
策
課

■
０
９
６
‐
３
８
４
‐
３
２
５
３

県
で
は
、
県
の
各
種
取
り
組
み
を
体
験

・

学
習
し
て
い
た
だ
く

「県
政
ふ
れ
あ
い
教

室
」
を
実
施
し
ま
す
。

今
年
度
第
１
回
目
は
、
食
の
安
全

・
安

こ
の
病
気
は

「ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
ウ
イ
ル

ス
」
に
よ
る
も
の
で
、
感
染
し
た
ト
マ
ト
は

葉
が
黄
化
、
萎
縮
し
て
生
長
が
止
ま
り
、
収

穫
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は

「シ
ル
バ
ー
リ
ー

フ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
」
と
い
う
害
虫
に
よ

っ
て
、

ト
マ
ト
か
ら
ト
マ
ト

ヘ
次
々
に
う
つ
っ
て
い

き
ま
す
。

こ
の
病
気
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

農
家
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家
庭
菜
園
で
ト

マ
ト
を
栽
培
さ
れ
て
い
る
方
に
も
、
菜
園
の

ト
マ
ト
に

「ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
」
が
発
生

し
な
い
よ
う
、
日
頃
か
ら
菜
園
の
ト
マ
ト
の

状
態
に
充
分
ご
注
意
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

具
体
的
に
は
、
下
記
に
示
す
対
応
を
と

っ

て
い
た
だ
く
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

●●

○
ト
マ
ト
の
苗
を
購
入
す
る
際
は
、
「
シ
ル

バ
ー
リ
ー
フ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
」
の
付
着
や
病

気
の
症
状
の
な
い
、
健
全
な
苗
の
購
入
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

○
ト
マ
ト
栽
培
中
に
、
「
シ
ル
バ
ー
リ
ー
フ
コ

ナ
ジ
ラ
ミ
」
を
発
見
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に

防
除
し
て
く
だ
さ
い
。
（農
薬
を
使
用
す
る

場
合
は
、
農
薬
の
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
た
使

用
方
法
に
従
う
と
と
も
に
、
周
辺
へ
飛
散
じ

な
い
よ
う
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
）

○
病
気
に
か
か

っ
た
ト
マ
ト
は
速
や
か
に
抜

き
取
り
、
ビ

ニ
ー
ル
等
に
密
閉
じ
枯
ら
し

て
か
ら
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ミ
ニ
ト
マ
ト
に
つ
い
て
も
、
同
様
な
ご
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

「ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
」
に
感
染
し
た
ト

マ
ト
を
食
べ
て
も
、
人
間
の
健
康
に
影
響

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

ＴＥＬ
６
２
‐１
１
１
１

（内
線
１
５
１
）

阿
蘇
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐
２

２

‐
１

１

１

１

（内
線
３
５
６
）

○
申
込
期
限
　
７
月
２３
日

（金
）

は
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会

ＴＥＬ

６

２

‐

２

１

５

８

阿
蘇
地
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐
２

２

，
３

０

２

８

●●

心
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
体
験

。
学
習
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
出
発
等
　
８
月
‐９
日

（木
）

交
通
セ
ン
タ
ー
発
県
庁
経
由

○
対
象
者

県
内
在
住
者
（小
学
生
以
上
）
４０
名
程
度

○
募
集
期
間

７
月
２
日

（金
）
～
７
月
２３
日

（金
）

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
広
報
課

ＴＥＬ

０

９

６

１
３

８

３

‐
１

１

１

１

（内
線
３
１
３
４
）

～
こ
ど
も
１
１
０
番
～

児
童
相
談
所
で
は
、
家
庭
及
び
地
域
に

お
け
る
児
童
養
育
の
支
援
を
目
的
と
し
て

こ
ど
も
１
１
０
番
電
話
相
談
事
業
を
行

っ

て
い
ま
す
。

し
つ
け
、
心
と
体
の
発
達
、
教
育
、
非

行
、
不
登
校
な
ど
、
子
ど
も
の
問
題
全
般
に
、

専
任
の
電
話
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。

悩
み
を
か
か
え
た
お
子
さ
ん
自
身
ま
た

は
お
子
さ
ん
の
こ
と
に
つ
い
て
お
悩
み
の

方
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ｙ
お
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
１
１
０
番

ＴＥＬ

０

９

６

１
３

８

２

‐
１

１

１

０

（月
～
金
９
時
か
ら
１９
時
、
土
日
９
時
か

ら
１６
時
、
祝
日
除
く
）

ウイルスに感染 して葉が巻いた状態の トマ ト菌

栽
培
さ
れ
る
皆
様
へ
！

ま
ん
延
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

へ
の
支
援
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
日
頃
仕
事
等
で
忙
し
く
、

料
理
を
す
る
時
間
や
、
お
子
さ
ん
と
十
分

ふ
れ
あ
う
時
間
の
な
い
お
父
さ
ん
の
た
め

に
、
標
記
交
流
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
参
加
し
て
、

普
段
、
育
児
や
家
庭
で
困

っ
て
い
る
こ
と

等
を
気
軽
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出
作
り
に
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
　
時
　
８
月
８
日

（日
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時
３０
分

○
場
　
所

阿
蘇
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（阿
蘇
町
内
牧
９
７
６
‐
２
）

○
対
象
者

阿
蘇
郡
在
住
の
お
父
さ
ん
と
お
子
さ
ん
た

ち先
着
３０
組
ま
で

（本
事
業
の
趣
旨
に
よ

り
父
子
家
庭
の
親
子
を
優
先
い
た
し
ま

す
）

○
内
　
容

午
前
中
は
親
子
で
料
理
教
室

（家
庭
で

簡
単
に
作
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
ま
す
）

昼
食
後
、
野
外
に
て
親
子
で
昔
遊
び

（実

際
に
水
鉄
砲
や
竹
と
ん
ぼ
等
を
作
り
遊

び
ま
す
）

※
音
遊
び
の
間
に
、
希
望
者
に
対
し
て
個

別
生
活
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

○
目
　
的

阿
蘇
地
域
の
小
中
学
校

。
高
等
学
校
の

児
童

・
生
徒
及
び
地
域
住
民
に
対
し
、

地
域
振
興
局
の
業
務
に
関
す
る
内
容
を

話
す
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
県

政

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

○
申
し
込
み
が
で
き
る
団
体
等

阿
蘇
郡
内
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
、
各
種
団
体
、
地
域
住
民
で
構
成

す
る
グ
ル
ー
プ
等

○
講
座
の
テ
ー
マ

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
地
域
振
興
、

租
税
教
室
、
男
女
共
同
参
画
、
地
球
温

暖
化
防
止
、
阿
蘇
の
農
業
、
食
の
安
全

安
心
に
つ
い
て
、
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
、
土
砂
災
害
に
つ
い
て
等

7
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胡
桃
原
。

源
の
世
界

小
さ
な
集
落
。

地
に
咲
く
菜
の
花
の

い
梅
。
遅
い
春
の
訪
れ
は
、

地
よ
り
望
む
、
霞
み
立
つ
祖
母
の

山
々
が
、
百
花
練
乱
の
春
告
鳥
を

は
こ
び
ま
す
。
や
が
て
淡
き
川
の

流
れ
に
、
野
尻
の
町
並
み
に
は
静

か
に
件
ん
で
い
ま
す
。
胡
桃
原
に

は
、
九
州
地
溝
帯
が
、
片
山
と
隔

て
る
よ
う
に
走
り
、
は
っ
き
り
と

目
視
出
来
る
地
層
断
面
は
、
や
が

で
、
熊
本
市
立
田
山

へ
と
繋
が
り
、

遥
か
な
る
時
間
を
経
て
、
九
州
を

三
分
す
る
、
海
溝
と
な
り
ま
す
。

多
々
野
原
か
ら
片
山
と
、　
つ
づ

れ
お
り
の
道
を
お
り
、
棚
田
が
、

日
本
の
原
風
景
に
色
を
添
え
る

季
節
に
な
る
と
、
野
尻
川
上
神
社

の
秋
祭
り
。
川
を
隔
て
て
鎮
座
す

る
そ
の
お
社
に
、
氏
子
に
よ
っ
て

飾
ら
れ
た
の
ぼ
り
旗
が
は
た
め
い

て
い
ま
す
。
秋
祭
り
の
日
、
樹
齢

六
百
余
年
と
伝
え
ら
れ
る
境
内
の

銀
杏
は
、
急
に
冷
え
込
ん
だ
そ
の

」ヽ

コ
′

σ

ノ

日
、

自

ら

巨
体
を
振
る
わ
し
、
新

得
る
行
為
と

葉

を
ふ
る
い
落

す
。
伝
統
芸
能
と
し

の
、

こ
の
地
の
獅
子
舞
を
見
学

に
き
た
私
に
、
銀
杏
の
色
づ
き
を

惜
し
む
ま
も
な
く
、
今
を
自
ら
断

ち
切
る
様
な
命
の
継
承
。
そ
れ
は

新
た
な
命
、
そ
し
て
豊
か
な
春
を

迎
え
る
に
蓄
え
る
と
す
る
、
自
然

の
摂
理
を
、
地
形
的
に
、
す
り
鉢

の
中
心
点
に
位
置
す
る
よ
う
に
鎮

座
さ
れ
る
、
野
尻
川
上
の
神
々
は
、

人
の
心
の
あ
り
よ
う
を
問
い
か
け

て
い
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
こ
の

地
形
に
鎮
座
す
る
と
し
た
、
先
人

の
思
い
に
、
そ
の
銀
杏
は
、
稟
と

黙
し
て
い
ま
す
。

祭
事
が
終
わ
り
、
世
話
役
の
方

に
よ
っ
て
、
頬
紅
愛
ら
し
き
幼
子

の
手
に
、
白
い
縁
取
り
を
し
た
団

扇
が
わ
た
さ
れ
ま
す
。
絶
妙
と
思

え
る
頃
合
い
に
拍
子
木
が
入
り
、

エ
ッ
サ
コ
ラ
サ
と
、
そ
れ
は
た
く

ま
し
く
勇
壮
な
太
鼓
の
ば
ち
さ
ば

き
に
、
妥
協
な
き
、
見
て
く
れ
だ

●

け
に
走
ら
な
い
、
野
尻
川
上
神
社

獅
子
舞
保
存
会
の
姿
勢
に
、
感
動

し
ま
す
。

や
が
て
氏
神
さ
ま
と
獅
子
は
、

野
尻
の
中
心
街
津
留
の
御
仮
屋

へ
向
か
い
ま
す
。
小
学
校
の
校
庭

越
し
に
、
鼻
筋
に
白
き
化
粧
を
し

た
獅
子
舞
の
団
扇
取
り
を
す
る
子

供
達
に
、
母
親
に
も
似
た
眼
差
し

で
、
担
任
と
お
ぼ
し
き
先
生
の
声

が
か
か
り
ま
す
。
御
仮
屋
に
は
、

沢
山
の
露
店
が
た
ち
、
地
域
を
上

げ
て
こ
の
祭
り
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
人
達
の
、
そ
れ
は
苦
労
が
報

わ
れ
る
時
で
あ
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
祭
り
に
は
帰
っ
て
き
ま
す

よ
。
鉦
を
た
た
い
て
い
る
あ
の
人

は
、
熊
本
市
に
住
ん
で
い
る
ん
で

す
よ
。
遠
く
離
れ
て
も
、
故
郷
を

思
う
人
達
が
い
る
事
実
。
そ
れ
が

私
達
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

世
話
役
の
方
が
語
ら
れ
た
そ
の

一

言
は
、
過
疎
と
高
齢
化
が
進
む
こ

の
地
に
生
き
る
人
達
の
、
あ
の
、

た
く
ま
し
く
勇
壮
な
太
鼓
の
響
き

に
似
て
い
ま
し
た
。

現
在

の
野
尻
川
上
神
社
は
、

野

尻
社

と

川
上
社

が
合

祀

さ

れ
、
１
５
６
８
年
、
宮
園
に
鎮
座

さ
れ
て
い
た
野
尻
社
が
、
現
在
地

へ
遷
座
さ
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち

御
仮
屋

へ
は
、　
一
泊
二
日
で
の
、

お
里
帰
り
で
あ
り
ま
す
。

十
数
年
も
前
に
な
り
ま
す
。
福

岡
の
大
学
で
開
催
さ
れ
た
、
菊
池

一
族
の
歴
史
学
講
座
か
ら
、
高
森

に
於
け
る
甲
斐
姓
と
、
菊
池

一
族

と
の
関
係
を
探

っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
野
尻
川
上
神
社
の
宝
物
に
、

菊
池
千
本
槍
が
あ
り
ま
す
。
多
く

の
資
料
の
中
で
、
野
尻
川
上
神
社

に
あ
る
、
菊
池
千
本
槍
に
つ
い
て

の
記
述
を
見
つ
け
る
こ
と
は
、
出

来
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、
日
承
と

し
て
の
、
菊
池
家
と
甲
斐
姓
の
関

係
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

菊
池

一
族
は
、
室
町
期
に
滅

亡
し
た
九
州
最
大
の
豪
族
で
あ
り

ま
す
。
当
時
そ
の
様
な
勢
力
を
有

す
る
菊
池

一
族
に
対
し
、
大
宰
府

を
拠
城
と
す
る
、
小
弐
氏
。
豊
後

の
大
友
氏
ら
に
よ
っ
て
、
す
き
あ

ら
ば
と
さ
れ
た
時
代
で
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
菊
池

一
族
は
、
内
紛

を
お
こ
し
ま
す
。
時
の
執
権
足
利

尊
氏
の
裁
定
に
よ
り
、
片
方
は
、

甲
斐
の
国
、
今
の
山
梨
県
へ
、
命

脈
を
保
つ
べ
く
落
ち
ま
す
。
そ
れ

に
よ

っ
て
菊
池

一
族
は
弱
体
化
、

滅
亡
の
道
を
辿
り
ま
す
。
や
が
で

一
族
再
興
を
願
い
、
甲
斐
の
国
よ

り
、
菊
池
の
姓
を
隠
し
、
甲
斐
姓

を
名
乗
り
御
船
に
集
結
。
時
を
待

ち
ま
す
が
、
願
い
叶
わ
ず
、
菊
池

●

の
命
脈
絶
や
し
て
な
る
か
と
、
甲

斐
姓
を
も
っ
て
、
九
州
中
央
山
地

へ
逃
れ
て
い
き
ま
す
。
御
船
か

ら
、
高
千
穂

。
高
森
に
か
け
て
多

く
の
甲
斐
姓
を
見
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
お
ぼ
ろ
げ
に
菊
池

一
族
の

末
裔
で
あ
る
だ
ろ
う
と
し
た
甲
斐

姓
に
、
野
尻
川
上
神
社
宝
物
、
菊

池
千
本
槍
の
存
在
は
、
菊
池

一
族

が
甲
斐
姓
で
あ
る
確
証
で
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

東
西
の
交
易
路
と
し
て
繁
栄
を

誇

っ
た
野
尻
。
人
物
の
往
来
が
あ

り
、
多
く
の
民
俗
文
化
に
包
ま
れ

た
こ
の
地
。
古
代
の
人
々
が
、
あ

の
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
ス
ト
ー
リ
ー

を
描
い
た
星
座
が
、
野
尻
の
空
に

の
こ
っ
て
い
ま
す
。
時
代
と
時
間

が
隔
て
た
、
菊
池

一
族
と
甲
斐
。

七
夕
の
夜
に
は
叶
え
ら
れ
る
と
信

じ
ら
れ
た
願
い
。
名
を
隠
し
、
生

き
続
け
よ
う
と
し
た
菊
池

一
族
の

思
い
は
、
銀
河
の
か
な
た
か
ら
降

り
そ
そ
い
で
い
ま
す
。

ケ
い
ヽ

、

ザ

′

ヽ
．

トム
い′
礼

―
ん
Ｊ

″
ら
♂

●

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４

●

高森中学校体育大会

たばこ販売協会女性部表彰
岩下多美さん (高森。昭和)

九州中部たばこ販売協同組合連合会総会の席上において、岩下

多美さんが全国たばこ販売協同組合連合会女性部表彰を受賞しま

した。

岩下さんは、昭和 43年に高森たばこ販売協同組合の女性部長

就任以来、たばこの販売増進及び組合事業の発展に尽力し、また、

美化活動や各種イベントヘの参加など、地域活動にも積極的に参

加してきたことが認められ今回の受賞となりました。

食品衛生優良施設表彰
日高森田楽村

熊本県食品衛生協会総会の席上において、高森田楽村が食品衛

生優良施設表彰を受賞しました。

高森田楽村は、食品衛生の普及、向上、施設の改善等に尽力す

るとともに、他の模範として徹底した衛生管理をしていることが

認められ今回の受賞となりました。高森田楽村の後藤巌さん (高

森・旭通)は 「食材の取り扱いに気をつけ、安全でおいしい料理

を出すことを常に心掛けている」と話していました。
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何
着
ら
し
て
も
花
に
な
る

有
機
肥
料
で
育
て
た
つ

家
族
で
作
る

一
チ
ー
ム

祖
父
母
も
支
援
さ
す
学
資

筆
者
知
り
と
う
な
る
コ
ラ
ム

サ
ン
ド
バ
ツ
ク
で
憂
さ
晴
ら
し

歳
は
忘
れ
て
歌
い
よ
る

板
前
の
名
が
添
え
て
あ
る

三
男
三
女
片
づ
け
て

五
代
続
い
た
老
舗
味

今
日
も
残
業
し
よ
ら
し
た

そ
こ
が
秘
伝
の
隠
し
味

史芸 輸
高森保育園
お年寄りと七夕作り

高森保育園の年長組の園児たちが、町内のお年

寄り 13名 と一緒に七夕飾りを作 りました。

これは、お年寄 りと子どもたちのふれあいを目

的に毎年行われているもので、園児たちはおじい

ちゃん、おばあちゃんたちに教わ りながら、楽 し

く七夕飾 りを作っていました。

できあがった七夕飾 りは、高森駅に飾 り付けら

れました。

阿蘇郡学童規模別
ソフトボール大会

全校児童の人数により分かれて大会を行 う阿蘇郡学

童規模別ソフトボール大会が行われました。

本町関係では、A群に出場した高森中央小学校 (ジ ャ

イアンツ)と D群 に出場した草部南部小学校が優勝、C
群に出場した高森東小学校が準優勝という結果でした。

高森東小学校
プール開き

高森東小学校でプール開きが行われました。
~

山内新助校長が 「水と慣れ親 しみ、日標をもっ

て泳いでください」 とあいさつ。その後、児童た

ちはお待ち兼ねのプールに飛び込み、水と楽しく

遊んでいました。

また、ヤマメのつかみ取 りも行われ、生きのい

いヤマメに悪戦苦闘しながらも上手につかみ挙げ

ていました。

POETRY PAGE

13 TAKAMORI TOWN-200407

が

一
番

味
違
う

意
気
盛
ん

が

一
番

昧
か」遅
う

思
う
存
分

意
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う
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琴
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落
人
の
郷
を
訪
ね
る
初
夏
の
旅

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
山
路
半
里
や
夏
弾
む

椎
葉
路
を
濡
ら
す
雨
あ
り
緑
あ
り

曲
り
畦
馬
鈴
薯
の
花
真
白
く

風
か
ほ
る
米
寿
の
句
友
と
椎
葉
往
く

鶴
富
の
ロ
マ
ン
訪
ぬ
る
初
夏
の
旅

今
年
又
畦
の
宵
待
刈
り
残
し

鳴

っ
た
ゴ
ン
グ
に
武
者
震
い

追
徴
金
な
笑
う
と
る

学
が
物
言
う
お
人
柄

倹
約
し
て
も
火
の
車

渡
辺

松
野

佐
藤

浦
塚

森後
藤

本
田

鶴
林

本
田

森岩
下

雲
海

笑
声

重
信

南
天

正
六

法
龍

訓
子一

ワＴ
´

初
男

政
隆

京
子

重量挙げで活躍
菅原淳志君・住吉陽聖君 (高森高校)

高森高校 3年の菅原淳志君 (高森。昭和)がインターハイ (島

根県)と九州大会 (長崎県)に、2年の住吉陽聖君 (色見。井上)

が九州大会にそれぞれ出場を決めました。

インターハイで 62kg級に、九州大会では 69kg級 に出場し、

8月 のインターハイが最後の大会となる菅原君は 「入賞した

い」、九州大会で 77kg級 に出場する住吉君は 「自己記録を更

新したい」とそれぞれ目標を話してくれました。

8
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|〉国民年全だより〈
◆保険料の免除制度について

● 学生特例免除 申請
申請期間は 4月 1日 からです。該当される

方がおられる場合は急いで申請をしてくだ
さい。

なお、代理でも申請できますが、在学をし

めす書類が必要です。

(●)第 1号被保険者 (学生を除く)免除申請
学生以外の第 1号被保険者が、所得が少

ない等の理由で保険料を納められないとき

は、役場の国民年金係の窓口で申請して社会

保険事務所で認められると、保険料の納付が
「免除」されます。保険料の免除は、前年の所

得を確認する必要があることから、毎年申請
が必要です。免除には「全額免除」と「半額免

除」の 2種類があり、前年の所得額に応じて

設定されます。

申請の結果、全額免除と認定された人は保

険料の全額が免除されますが、半額免除と認

定された人は、保険料の半額 (平成16年度は

月額6,650円 )を 最寄 りの金融機関で納める
ことになっています。

※半額免除と認定された期間については、半

額の保険料を納めない場合は未納期間 (年

金を受給するために必要な資格期間に参
入されない期間)と して扱われますので、

注意が必要です。

※平成15年度に半額該当されている方は、自分
の納付を確認し、納め忘れがあるときは至

急納付してください。

申請期間
平成16年度 (平成16年 7月 ～平成17年 6

月)の 国民年金保険料免除申請は 7月 1日 ～

8月 末日までに申請してください。高森中央

出張所、草部出張所、野尻出張所でも申請がで

きます。

※申請についての注意点

○所得税または住民税の申告をしているこ

と。(ま だ、申告をしていない方は急いで申

告をしてください)

01月 2日 以後の転入者は、前年度の所得証

明書が必要です。

○代理の方 (同一世帯)で も申請ができます。

お問い合わせ先 住民生活課国民年金係

T[L62-1111(内線 132)
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所
得
税
予
定
納
税
第
１
期
分

の
納
期
は
８
月
２
日
ま
で

平
成
１６
年
度
警
察
職
員
採
用

試
験
（高
卒
程
度
）
の
お
知
ら
せ

や
が
て
夏
が
来
る
！

水
の
事
故
に
注
意
し
ま
し
よ
う
！

水
難
事
故
で
亡
く
な

っ
た
人
が
水
泳
中
で
あ

っ
た
の
は

全
体
の
２
割
程
度
で
す
。
残
り
の
８
割
近
く
は
、
魚
釣
り
、
通

行
中
、
水
遊
び
中
な
ど
で
、
服
を
着
た
ま
ま
の
状
態
で
水
難

事
故
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

着
衣
状
態
で
水
難
事
故
に
遭
う
と
、
生
還
す
る
確
率
が
低

一
く
な
る
よ
う
で
す
。
着
衣
状
態
で
水
に
落
ち
る
と
全
く
経
験

一
し
た
こ
と
の
な
い
感
覚
を
覚
え
、
パ
ニ
ツ
ク
状
態
に
陥
り
ま

一
す
。
水
着
な
ら
簡
単
に
動
い
た
腕
や
足
が
、
服
を
着
て
い
る

と
う
ま
く
動
か
ず
に
水
没
し
ま
す
。
水
の
事
故
を
検
証
し
て

・
い
く
と
着
衣
状
態
の
溺
水
か
ら
生
還
で
き
な
い
真
の
理
由

一
は
、
自
己
保
全
（水
の
中
で
自
身
の
安
全
を
自
身
で
確
保
す

る
技
術
）
と
し
て
の
浮
き
身
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
浮
き
身
を
と
る
教
育
や
訓
練
を
十
分
に
受
け
ま

し
ょ
う
。
「着
衣
状
態
で
は
体
が
沈
む
」
は
間
違

っ
た
情
報
で

す
。
着
衣
状
態
で
は
、
体
が
浮
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
衣
服
に

空
気
が
た
ま
る
の
で
衣
服
が
厚
手
に
な
る
ほ
ど
浮
力
が
増

し
ま
す
。
基
本
的
な
考
え
方
は
、
浮
く
こ
と
で
す
。
自
分
自
身

や
周
囲
の
物
の
浮
力
を
い
か
に
活
用
す
る
か
を
考
え
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
役
立
て
ま
し
よ
う
。

阿
蘇
広
域
消
防
本
部

南
部
分
署
　
■
６
２
‐
９
０
３
４

火
事

・
救
急

・
救
助
は
１
１
９
番

平
成
１６
年
分
の
所
得
税
の
予
定
納
税
第
１
期
分
の
納
期

限
は
、
８
月
２
日

（月
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
、
税
務
署
か
ら
６
月
中
旬

に
、
「予
定
納
税
額
の
通
知
書
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す

か
ら
、
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
第
１
期
分
の
金
額
を
期
限

内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
予
定
納
税
は
、

前
年
分
の
所
得
税
額
を
基
に
計

算
し
て
あ
り
ま
す
が
、
事
業
等

を
廃
業
し
た
り
災
害
で
財
産
に

損
害
を
受
け
た
り
し
た
た
め
、

本
年
分
の
納
税
額
が
前
年
分
よ

り
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
方

は
、
７
月
・５
日

（木
）
ま
で
に

予
定
納
税
の
減
額
の
承
認
の
申

請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
定
納
税
や
減
額
承
認
申
請
の
こ
と
で
お
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
阿
蘇
税
務
署
や

談
室
に
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
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阿蘇カルデラ
スーパーマラソン大会

長陽村をスター トして、阿蘇郡を駆け

抜け阿蘇町にゴールする、阿蘇カルデラ

スーパーマラソン大会 (100 kmの 部・ 50

kmの部)が開催されました。

今年の参加は 1,100名。沿線町村では

大会を盛 り上げようと、早朝から婦人会、

交通指導員、体育指導員、役場職員など

ボランティアを総動員 して、交通整理や

水の運搬、2.5 kmご との給水所や 5 kmご と

のエー ド (軽食)ス テーションの設置、運

営などに大忙しでした。

沿道の人から大きな拍手と激励の言葉

を受けた選手たちは、暑い日ざしが照 り

つける中、元気に走って行きました。

e■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
日
６
２
‐
１
１
７
４

り
に
な

一

税
務
相

”

●   ●高森町体育協会
ゲートボール大会

郡民体育祭の選手選考を兼ねた高森町体育協会ゲー

トボール大会が中央公民館コー トで行われました。

大会には駐在区 (老人クラブ)単位で 12チームが

参加。日頃の練習で培った実力を思う存分発揮し、熱

戦を繰り広げました。

レクリエーシ
大会

入苑者の日頃の機能訓練の成果を家族や地域

の方々に見ていただき、交流を深めようと、梅

香苑でレクリエーション大会が行われました。

入苑者や職員が紅白に分かれて、風船バレー

ゃビーチホッケーなどを行い、楽しく汗をかい

ていました。

2.TAKAMORI TOWN-200407

●

さえき屋で昼食会

苑の入苑者 18名がさえき屋で昼食会を

した。           ●

は、さえき屋の招待により毎年行われて

ので、入苑者は地鶏や田楽いもなど、な

い郷土料理を口にして大満足の様子でし

えき屋の佐伯隆昌さん (上色見。西中原)

苑者がとても喜んでいるので、これから

ていきたい」と話していました。

梅香

行いま

これ

いるも

つか し

た。さ

は 「入

も続け

ョン

警察官 B

男性・女性・高酎鱒
警察事務

8/16(月 )～8/27(金 )

10/10 (日 ) 9/26(日 )

熊本市・八代市。本渡市

※「武道指導」については熊本市のみ

熊本市・八代市・本渡市

S5242～ S624.1生 で警察官 Aの 学歴

要件 (4年制大学卒業又は見込み)以外
の方
武道指導については、上記に加え柔道

又は剣道の 2段以上の段位を取得して
いる方

S58.4.2～ S62.4.1生 の方

た だ し、4年 制 大 学 卒 業 又

は見込みの方 は受験できま

せん。

(性別不間 )

7月 1日 発表予定

11月 中旬12月 上旬
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熊本県警察本部警務課採用係 TEL096-381-0110(内 線2643)

熊本県人事委員会事務局   TEL096-383■ 111(内線6834)

高森警察署総務課      TEL62-0110(内 線211/212)



〃

じん   けん   けい   はつ

人権啓発
ひょう  ご   しょう  かい

《差別は仮面をつけてやつて くる》
私たちは、それと気づかず他人の人権を侵している

む い しき         さ べつ      もんだい

ことがあります。無意識のうちに差別という問題で、
「それは女性差別じゃないの」と指摘されて、ハッと
き                            じようきよう   さ べつ  か めん

気がつくことがあります。そんな状況を「差別は仮面

をつけてやってくる」と言います。差別を、差別と見ぬ            ちい    ぎもん           たいせつ
抜 くためには、小さな疑問や こだわ りを大切にするこ

おも         き

と。ちよつとおかしいぞと思ったら、聞いてみること。
からだ  うご     たし

そして体を動かして確かめてみることです。

こんな生き方が人権を守り、差別をなくしていくこ

とにつながっていくのではないでしょうか。

私たちのまわりには、いまだに非合理なこと、昔な
めいしん  へんけん  ぜんきんだいてき  い しき      い  のこ

が らの迷信や偏見、前近代的な意識なども生き残って
い しき  み かた  ぶ らく さ べつ       さ べつ  ささ

い ま す 。 そ ん な 意 識 や 見 方 が 部 落 差 別 な ど の 差 別 を 支
おんぞん        めん

え、温存している面があります。
わたし   にんげん  い しき  なか               たち ば

私たち人間の意識の中には、それぞれの立場でもの

を考え、ともすれば自分中心に世界が回りがちになりひと    ひと   しぶん  じぶん              じゃかい
ます。「他人は他人、自分は自分」となりがちな社会

あか    てんぼう  みいだ

には、明るい展望は見出せません。
わたし     にちじょうせいかつ  なか    じ ぶん

か ら、私たちは日常生活の中で 「自分はへんな
じんけん い しき   も

を し て い な い か 」 と 、 い つ も 人 権 意 識 を 持 っ て
うせいかつ          み             さ べつ

生活をしっか り見つめ、へんな差別をしていない
かえ        たいせつ

り返ることが大切なことではないでしょうか。

日

場

格

試験案内の配付期間

試験案内の配付場所

受験申込の受付期間

受 験 申 込 の 方 法

受 験 手 数 料

匈お問い合わせ先
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標雨網介 食中毒を予防しよう!

菜

　

　

夏

　

　

子

◎ 「無視しちゃえ」あなたは無視して

楽しいの?

高森中央小学校 住 吉 優 穂

◎ありがとう その気づかいが あたたかい

高森中央小学校 本 田 里

◎大丈夫 その一言が うれしいね

高森中央小学校 '召 田 萌

◎ありがとう その一言が 友だちに

高森中央小学校 藤 井 優

◎きみにはね やさしいこころ にあうんだ

高森中央小学校 住 吉   悟

◎やっぱりね 笑顔が似合う 君の顔
いじめなくして みんな笑顔

高森中央小学校 長 崎 春 奈

◎気をつけよう ひとりひとりの こころがけ

高森中央小学校 鳴 ネ申   将

(第 6回高森町人権啓発フェスティバル啓発標語の中から)

食中毒は、食中毒の原因菌やウイルスがついた

食品や飲料水、フグの毒、毒キノコなど体に有害

なものを食べた り飲んだりすることが原因で起 こ

ります。身のまわ りのあらゆるところに存在 しま

すので、毎日の生活の中で予防を心掛けることが

必要です。

1年 を通じていつでも発生しますが、高温多湿

となる夏場に集中して発生する傾向がありますの

で、 ご注意ください。

● ●

保

健

師
か
ら
あ
な
た

へ
の

ゲんιttι

楽
し
く
か
ら
だ
を

動
か
し
ま
し
ょ
う

◆

有

酸

素

運

動

の
効

果

歩
く
、
走
る
、
泳
で
、
自
転
車
に
乗
る
な
ど
十
分
に

呼
吸
を
し
な
が
ら
行
う
運
動
を

「有
酸
素
運
動
」
と
い

い
ま
す
。
酸
素
を
十
分
取
り
入
れ
な
が
ら
全
身
を
動
か

す
こ
と
で
、
効
果
的
に
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
、
体
脂
肪
の

蓄
積
を
防
ぎ
ま
す
。

有
酸
素
運
動
を
続
け
る
と
、
次
の
よ
う
な
効
果
が
あ

り
ま
す
ｃ

檄
肥
満
、
高
血
圧
、
高

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
高
尿
酸
、

糖
尿
病
を
改
善
さ
せ
ま
す
。

は
骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
し
ま
す
。

晰
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
す
。

や
心
地
よ
い
眠
り
を
生
み
出
し
ま
す
。
　

な
ど

◆

ど

れ

く

ら

い
運

動

す

れ

ば

い

い

の

？

運
動
の
強
さ
を
知
る
に
は
、
運
動
が
終
わ

っ
た
後
で

脈
拍
を
測

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
強
い
運
動
は
、
運
動
の

効
用
が
少
な
く
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
運
動
し
な

が
ら
回
笛
が
吹
け
た
り
、
話
が
で
き
る

「
ニ
コ
ニ
コ
ベ
ー

ス
」
の
運
動
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

時
間
的
に
は
、
１
日
３０
分
が
理
想
的
で
す
。

３０
分
の

歩
行
は
、
約
３
０
０
０
～
３
６
０
０
歩
に
相
当
し
ま
す
。

聰
運
動
中
の
１
分
間
の
脈
拍

１
分
間
の
脈
拍

（１５
秒
×
４
）
＋
１０

脩
年
齢
別
ニ
コ
ニ
コ
ペ
ー
ス
の
運
動
中
の
脈
拍
数

２０
～
２９
歳
　
１
２
５
～
１
３
５

３０
～
３９
歳
　
１
２
０
～
１
３
５

４０
～
４９
歳
　
１
１
５
～
１
３
０

５０
～
５９
歳
　
１
１
０
～
１
２
５

６０
歳
以
上
　
１
１
０
～
１
２
０

自
分
の
体
調
に
あ
わ
せ
て
、
楽
し
く
運
動
を
生
活
に

取
り
入
れ
ま
し
よ
う
。

期

会

資

験

験

験

試

試

受

最
近
、
生
活
習
慣
病
と
い
わ
れ
る
高
血
圧
、
高
脂
血

症
、
糖
尿
病
、
痛
風
な
ど
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
生
活

習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
出
に
く
い
た
め
放
置
さ
れ
が

ち
で
す
が
、
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
、
脳
血
管
疾
患

（脳
出
血

・
脳
梗
塞
）
、
心
疾
患

（狭
心
症

・
心
筋
梗
塞
）
、

腎
不
全
な
ど
、
生
命
に
影
響
を
及
ぼ
す
重
大
な
病
気
を

招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

運
動
不
足
は
、
こ
れ
ら
の
病
気
が
起
こ
り
や
す
く
な

る

一
つ
の
要
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆

運

動

は

な

ぜ

必

要

？

油
脂
や
糖
質
、
た
ん
ぱ
く
質
は
食
べ
る
こ
と
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
な
り
ま
す
。
余
分
に
食
べ
過
ぎ
る
と
、
こ

れ
ら
は
体
内
で
中
性
脂
肪
に
か
わ
り
、
皮
下
や
内
臓
に

貯
蔵
さ
れ
ま
す
。
過
剰
に
貯
蔵
さ
れ
た
結
果
、
肥
満
を

は
じ
め
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

運
動
に
よ
り
こ
れ
を
消
費
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

運
動
を
始
め
る
と
ま
ず
、
血
液
や
肝
臓
、
筋
肉
の
中
の

糖
質
か
ら
消
費
さ
れ
、

１５
分
も
す
る
と
脂
肪
が
燃
焼
さ

れ
始
め
ま
す
。
脂
肪
を
燃
焼
す
る
た
め
に
は
、
有
酸
素

運
動
が
効
果
的
で
す
。

妬′ルF

だ
や
別
」
常
ふ
振

さ
差
』
日

か ・
■
．

平成16年度介護支援専門員実務研修受講試験 ●   ●

平成 16年 10月 24日 (日 )午 前10時開始

熊本学園大学 (予定 )

原則 として、保健、医療、福祉の分野で通算 5年 (一部 10年)以上の実務経験 を

有する方

平成 16年 7月 20日 (火 )～平成 16年 8月 20日 (金 )

熊本県社会福祉協議会 (福祉人材・研修センター )、 高森町社会福祉協議会、熊本

県介護保険課、熊本市介護保険課

※試験案内の郵送による配付は行わない

平成 16年 8月 9日 (月 )～平成16年 8月 20日 (金 )

上記受付期間中に簡易書留によ り熊本県社会福祉協議会 (福祉人材。研修セ ン

ター )宛 に郵送 (8月 20日 の消印有効 )

7,000円

〒860-0842 熊本市南千反畑町3-7

熊本県社会福祉協議会 (福祉人材・研修センター)TEL096-322-8077

10

ゆがりずし
□材料 (4人分 )

米 280g、 酢大 さ じ&
砂糖大さじ&塩小さじ 1、

プロセスチーズ 32g、 梅

漬け しそ 20g、  しょう

が20g、 しらす干し12g、

きゅうり80g、 自ごま大

さじ 1、 サラダ菜

□作り方
①米は少しかために炊き、合わせ酢を混ぜ合わせて、

すし飯を作っておく。
②チーズはサイコロ状に切り、梅漬けしそ、 しょう

がはみじん切り、しらす干しは熱湯を通しておく。
③きゅうりは縦二つ割りにし、小日切りにして塩も

みにしておく。
④①のすし飯に、②、③を加え混ぜ、ごまを散らす。

それをサラダ菜の上に盛り付ける。

一

‐‐‐日‐か
ら
各
■
区
で
健
康
診
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

７
【月

警1獲箕塁繕謀1尚希持栄篠
じん け ん
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